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~生物多様性条約COPの視点から~



生態系サービス



生態系サービスを活用する
＝自然のお世話になる

●供給サービス 食料、水（飲用・灌漑・冷却）、原材料（繊維、木材、燃料、肥料）、
遺伝資源、薬用資源、観賞資源

●調整サービス 大気質調整、気候調整、局所災害の緩和、水量調整、水質浄化、
土壌形成、花粉媒介、

生物学的コントロール（種子の散布、病害虫のコントロール）

●基盤サービス 栄養塩循環（生態系の分解、吸収機能）、光合成、水循環

●文化的サービス 自然景観、レクリエーション、文化、芸術、宗教、科学・教育的知識



生物多様性条約（CBD)

生態系 遺伝子種

三つの多様性

保全（c） 持続可能な
利用（su）

遺伝資源から得
られる利益の公
正衡平な配分

(ABS) 



地球環境をCOPが議論されるまで

地球環境

科学的知見に
基づく政策評
価・選択肢の
提示

SBSTTA

指標についての評価・
科学的合意形成

GBO3 (Global Biodiversity Outlook 3)

生物多様性が社会・経
済・文化に及ぼす影響
についての評価・科学

的合意形成

TEEB (The Economics of Ecosystems and Biodiversity)

MA (Millennium Assessment)

CBD
COP

モニタリング Futuearth
GTI(Global Taxonomy Initiative)

データの統合 GEO BON (Group on Earth Observation Biodiversity Observation Network)
GBIF (Blobal Biodiversity information Facility) 

指標化 bip(Biodiversity indicators Partnership)
GBIO(Global Biodiversity Informatics Outlook)

IPBES
(Intergovernmental 
Platform on 
Biodiversity & 
Ecosystem Services)



そもそもCOPとは…？
Conference Of the Parties ＝締約国会議
　→　各条約ごとに存在。　COP●●　数字は回数を示す

 COP10 (2010）　愛知県名古屋市、日本
COP11 (2012）　ハイデラバード、インド
COP12 (2014）　平昌、韓国
COP13 (2016）　カンクン、メキシコ
COP14 (2018）　シャルム=エル=シェイク、エジプト
COP15 (2022）　モントリオール、カナダ（議長国：中国）
COP16 (2024）　カリ、コロンビア



2010年生物多様性条約COP10　名古屋の成果
 愛知ターゲット

 2020年までに締約国が達成すべき20の個別目標。
 2020年のCOP15で愛知ターゲットを見直し、新たな目標を設定する。

 名古屋議定書の採択
 遺伝資源に対するアクセスと公平公正な利益配分

 名古屋・クアラルンプール議定書

愛知目標とは…
　■長期目標（Vision）＜2050年＞

　○「自然と共生する（Living in harmony with nature）」世界

　■短期目標（Mission）＜2020年＞ 
　○生物多様性の損失を止めるために効果的かつ緊急な行動を実施する

　■個別目標（Target） = 愛知目標
　2020年又は2015年までをターゲットにした20の個別目標



開催国の市民も
声をあげたが…



COP10で決まった20の約束：　愛知ターゲット



日本　中部地方の市民の取組

COP10　生命流域圏　をアピール
 2012年、2013年　韓国四大河川ツアー

愛知ターゲットを私たち市民が、武器として使うために何をすれ
ばいいか。

 2014年９月　日韓交流企画
　長良川～徳山ダムツアー
　COP12　プレシンポ
　COP12　会場内のCEPA Fairという枠組みでシンポ



愛知目標が誕生したその場所で、
愛知目標が実現されていない
状況を伝え、考えた



昆明モントリオール枠組み（GBF）COP15：愛知目標は
　　　「昆明・モントリオール生物多様性枠組み」へと生まれ変わった





愛知目標よりは、生物多様性と、
文化・人々の生活・経済活動、人権　の関連が明記



Nature Positive 
Nature based Solution

産業界が、積極的に生物多様性保全・生物多様性の実現に取
り組み始めている。

「自然に基づく解決策」という概念は、「自然」が人間のた
めに何をすべきかという、危険で歪んだ「集合的想像力」を
育んでいる可能性がある。

政治・経済・法律に焦点を当てたやり方は本質的に失敗する
運命にある。なぜなら、それらは人間中心に構築されている
からだ。…私たちは私たちの存在の土台を見落としてしまっ
ている。（David.Suzuki）



自然の声を聴き、
自然とともに生きる人の声を聴くことに
謙虚でありたい。



ご清聴、ありがとうございました！
akemi3214@gmail.com 


